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	　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢中を見つけよう！ 
　爽やかな５月がやってきました。目には若葉のみずみずしいグリーンが飛び込み、その新緑の間を心地いい風が吹き
抜け、空も空気も澄み渡る日が多いので、“こころ”が晴れやかな気分になります。
[image: 春風の木のイラストイラスト画像とPSDフリー素材透過の無料 ...]　　学校での生活も１か月になろうとしています。入学式・始業式から今までの時間を『充実した時間で早かったなあ』、
『することが見つからないので早く進んでくれないかなあ』、『いつも通りたんたん
と流れているなあ』など、感じ方は人それぞれです。それらの感じ方は、クラスの空気
感や、周りの友だちとの関係性などによって生まれます。
パズルのピースがぴったりはまるような友だちができた人、パズルのピースは
見つかったけどそのピースがうまくはめ込めない人、パズルのピースをまだ探している人などで違ってきます。
　　パズルのピースがぴったりはまるような友だちが見つかった人は少数ではない
でしょうか。そういう人はさらにはまるピースを探してどんどん当てはめていってほし
です。そうすることで自分の器が大きくなるし、クラスにも笑顔が増えるように思います。
　　精神科医の中村公哉さんは、「私は、自他ともに認めるADHDだ。だから、不注意も顕著で衝動性も強い。そのた
め、働き出してからも衝動的な言動で他者を傷つけてしまい落ち込むこともいまだに多々ある。しかし、周囲の方々に支
えられ認めてもらうことで、やりがいを持って仕事に励むことができており、『お互い認め合うことの重要性』を感じてい
る。」と述べています。
　　私たちは神様ではありませんから、誰でも失敗することはあります。失敗は、新たなことに取り組んでいるから起こる
のです。その失敗をお互いに許し合うことが大切です。周りの人に許してもらうことで、同じような過ちを周りの人が起こ
さないような心配りができるのではないでしょうか。そうなれば、自分も周りも笑顔が広まります。失敗を責めてもそこか
らプラスは生まれにくいです。それどころか、責められた一部の人は負の感情が湧きあがり、その感情を抱えきれずに周
りにふりまいてしまうかもしれません。
[image: イラスト「浮かぶ、夢の中」]　　児童文学作家の石井桃子さんは「子どもたちよ、子ども時代をしっかり楽しんでください。大人になってから、老人になってから、あなたを支えてくれるのは、子ども時代の『あなた』です。」と述べています。
だから、皆さん、今を十分楽しむべきです。一つのことに熱中するのもOK、いろんなことに熱中するのもOK。
私たちは、集中すると疲れます。しかし、夢中だと疲れません。
夢中になれる“何か”を見つけましょう。
　　　　　　　　　　５月来校予定

１日（金）  ・  ２２日（金）　・　２９日（金）　　  １０：０0～1６：００　　
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